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　市では家庭から出るごみを、可燃ごみ、不燃ごみ、有害ごみ、粗大ごみ、資源物の５種類に分けて

収集しています。「分別するのが面倒くさい、忙しい」などの理由で、資源となる紙類を可燃ご

みとして捨ててしまっていませんか。市の可燃ごみは、紙類34.4％、厨芥類（生ごみ）29.4％となっ

ており、この中には、資源物として出せる雑誌・雑がみや、まだ食べられるのに捨てられてしま

っているものなどが含まれています。一人ひとりが、正しく分別することによって、ごみの量を

減らすことができます。この特集のお問い合わせはクリーン推進課 421-6768へ。

再くるくん協力店の活用

　家庭から出る資源物の店頭回収を行うな

ど、ごみの減量やリサイクルに積極的に取り

組む店舗を、再くるくん協力店（八千代市ご

み減量協力店）として認定しています。

　市では、ごみとして収集している品目や、

市では処理できない品目を資源物として回収

している店舗もあり、現在19店舗を認定して

います。

　各店舗の回収品目は右のコ

ードからホームページで確認

できます。

家庭ごみの排出量は減少傾向

　本市では、２年度をピークに家庭系ごみの

量は減少傾向にあり、４年度は３年度に比べ

て、973トン減り、43,124トンのごみが排出

されています。市の人口は増加傾向にあるに

も関わらず、家庭系ごみの排出量は減少傾向

にあります。市民一人ひとりのごみを減らそ

うという意識が、ごみの減量につながってい

ると考えます。持続可能な豊かな社会を次世

代に引き継ぐためにも、分別などできること

から始め、引き続きごみの減量にご協力をお

願いします。

ペットボトルは潰して出してください

　ペットボトルを資源として出す場合は、必

ず潰してから出してください。潰さずにペッ

トボトルを出すと、収集用網袋がすぐに満杯

になってしまい、運搬効率が下がったり保管

場所に保管しきれなくなってしまいます。ご

協力をお願いします。

ごみの分別を正しくするには

　「家庭から出る「資源物」と「ごみ」の分け方・

出し方」を活用しましょう

• クリーン推進課、清掃センター、支所・連

絡所で冊子を配布しています。

　市ホームページからも閲覧・ダウンロード

可能です。

•「ごみの分け方・出し方」は、外国語版（英語、

ポルトガル語、中国語、韓国語、

スペイン語、ベトナム語）もダウ

ンロードできます。冊子は発行

していません。

八千代フリーマーケットの開催

　八千代フリーマーケット実行委員会では、

家庭でいらなくなった物の再利用を目的に、

フリーマーケットを開催しています。５月12

日㈰午前９時～午後１時に市役所の駐車場で

開催予定です。なお、出店を希望する人は、

２ページの八千代フリーマーケット出店者募

集の詳細をご確認ください。

正しい正しいごみごみのの分別分別でごみをでごみを減減らしましょうらしましょう

▲ 市ホームページ

▲ 市ホームページ

■家庭から出る「資源物」と「ごみ」の分け方・出し方抜粋

分別区分 主な品目 出し方のルール

資
源
物

びん類
飲料・食品用（食用油、
調味料、梅酒など）の瓶、
化粧品の瓶

・中身をカラにして、すすいでから直接「収集用コンテナ」へ

缶・
金属類

飲料・食品用の缶、スプ
レー缶、鍋、やかん、フ
ライパンなど

・中身をカラにして、すすいでから直接「収集用コンテナ」へ
・スプレー缶は、穴を開けずに中身をカラにして直接収集用コンテ
ナへ。ガスは、風通しが良く火の気のないところで出す

ペット
ボトル

飲料・食品用のペットボ
トル　※右の識別
表示マークがつい
た無色透明のもの

・キャップを外してラベルを剥がし、中をすすぎ、潰してから、直
接収集用網袋へ。キャップとラベル、油分が取れない・汚れのひ
どいペットボトル、着色されたペットボトルは可燃ごみへ

紙類

新聞紙、雑誌類、ダンボ
ール、雑がみ

・品目ごとに分け、ひもで十字に縛る。箱状のものは畳む

牛乳や各種飲料の紙パッ
ク

・中をすすぎ、平たく伸ばし乾かしてから、ひもで十字に縛る
・ お酒の紙パックなど、内側が銀色のパックは可燃ごみへ

布類
古着、着物、タオル、毛
布、シーツなど

・畳んで、ひもで十字に縛る

可燃ごみ

台所の生ごみ類、資源物
として出せない紙類・布
類、プラスチック・ビニ
ール・ゴム類、革製品、
草木類など

・生ごみは水分を切る
・太さ7cm 以下で長さ50cm以下の木の枝や、袋に入れると破れて
しまう長さ50㎝以下の硬い茎系の植物は、指定ごみ袋に入れずに
ひもで直径30㎝以下に束ねて出すことができます。枝木の葉は落
とし、指定ごみ袋（可燃ごみ専用）に入れる。一回に５束程度まで

不燃ごみ・
有害ごみ　

【不燃ごみ】
小型電化製品、小型家庭
雑貨、ガラス類・陶磁器
類など

・刃物や割れたガラスなど危険なものは、新聞紙などで包み、中身
が分かるようマジックペンなどで「刃物」「割れ物」などと記入し、
危険防止の処理をする
・ライター、瓶（薬品など）は、中身をカラにする

【有害ごみ】
蛍光管、水銀体温計、乾
電池など

・蛍光管は指定ごみ袋からはみ出しても、袋の口を結んで出せます

粗大ごみ
こたつ、ベッド、布団、
収納家具など

・20リットル用の指定ごみ袋の口が結べない、または袋からはみ
出してしまうものは粗大ごみへ
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市ホームページで資料などを公表しています お問い合わせ
　決算の概要、年度ごとの予算の概要や編成過程、各種分析資料などを市

ホームページで公表しています。

　一般・特別会計については、トップページから「市政情報」→「財政・

会計」へ、公営企業会計については、トップページから「八千代市上下水

道局」→「上水道（または下水道）」へ。

●一般・特別会計に関すること

　　財政課 （487）5112へ

●公営企業会計に関すること

　　上下水道局経営企画課 （483）6572へ

　公営企業会計は、経営に要する費用を料金などの事業収益で賄うもので、水道事業と公共

下水道事業が対象となります。内訳は、当該年度の経営活動に伴う収支である収益的収支と

施設の建設や改良などのための収支である資本的収支に分かれます。

水道事業会計

　資本的収入額が資本的支出額に対して不足

する額15億7,388万円は、損益勘定留保資金

などで補てんしました。

〔収支〕 　 　※税込額

区　分 収入（対前年度比）支出（対前年度比）

収益的収支
46億1,236万円

(1.1％増)
37億6,346万円

(4.4％増)

資本的収支
14億3,470万円
(92.6％増)

30億858万円
(9.9％増)

〔貸借対照表（4年3月31日現在）〕 ※税抜額

資産の部（対前年度比） 負債の部（対前年度比）

固定資産
404億3,447万円

(1.7％増)
固定負債

130億7,089万円
(2.5％増)

流動資産
36億1,690万円
(12.2％増)

流動負債
10億4,973万円

(2.8％増)

繰延収益
100億9,025万円

(0.7％増)

負債合計
242億1,087万円

(1.7％増)

資本の部（対前年度比）

資 本 金
169億7,095万円

(4.4％増)

剰 余 金
28億6,955万円

(1.1％減)

資本合計
198億4,050万円

(3.6％増)

資産合計
440億5,137万円

(2.5％増)
負債・資本
合　　 計

440億5,137万円
(2.5％増)

〔貸借対照表（4年3月31日現在）〕 ※税抜額

資産の部（対前年度比） 負債の部（対前年度比）

固定資産
400億3,420万円

(3.8％増)
固定負債

78億462万円
(7.1％増)

流動資産
20億9,948万円
(12.3％増)

流動負債
7億5,174万円
(2.1％減)

繰延収益
199億6,050万円

(5.1％増)

負債合計
285億1,686万円

(5.4％増)

資本の部（対前年度比）

資 本 金
126億7,793万円

(1.8％増)

剰 余 金
9億3,889万円
(0.2％減)

資本合計
136億1,682万円

(1.7％増)

資産合計
421億3,368万円

(4.2％増)
負債・資本
合　　 計

421億3,368万円
(4.2％増)

公共下水道事業会計

　資本的収入額（翌年度へ繰越される支出の

財源充当額4,565万円を除く。）が資本的支出

額に対して不足する額９億9,511万円は、損

益勘定留保資金などで補てんしました。

〔収支〕 ※税込額

区　分 収入（対前年度比）支出（対前年度比）

収益的収支
37億3,972万円
(2.7％増)

34億5,624万円
(2.3％減)

資本的収支
23億6,107万円
(371.4％増)

33億1,053万円
(152.8％増)

公営企業会計八千代市財政運営の

基本的計画の取組状況

　近年の財政状況を踏まえ、平成28年２月に

策定した八千代市財政運営の基本的計画を３

年３月に改訂しました。10年度までの中長期

財政収支見通しを基に、健全な財政運営の推

進に向けた財政目標値を設定しています。

　３年度決算を終えての現状と、６年度の中

間目標値及び10年度の最終目標値は下の表の

とおりです。中長期財政収支見通しは、年２

回見直しと、市民への公表を行うほか、予算

編成の基礎資料などに活用しています。

特別会計

　市には、４つの特別会計があり、保険料や

使用料などの特定の収入がある事業ごとに会

計を設け、一般会計と分けて経理することで、

収支をはっきりさせているものです。

区　分
歳入

（対前年度比）
歳出

（対前年度比）

⑴国民健康

　保険事業

160億3,059万円

（2.5％増）

156億1,607万円

（1.5％増）

⑵介護保険

　事業

136億634万円

（4.5％増）

133億1,992万円

（4.9％増）

⑶墓地事業
4,216万円

（12.7％増）

4,206万円

（12.6％増）

⑷後期高齢者

　医療

26億7,832万円

（1.4％減）

26億6,434万円

（1.5％減）

合　計
323億5,741万円

（3.0％増）

316億4,239万円

（2.7％増）

〔財政運営の基本的計画における取組状況〕

財政指標
令和10年度末
最終目標値

令和６年度
中間目標値

令和３年度
決算値

経常

収支比率
93.0%以下 94.9%以下 92.2%

公債費

負担比率
13.0%以下 14.0%以下 13.0%

財政調整

基金残高

標準財政規模の
10.0%以上
（約33.6億円）

11.1%
（約40.9億円）

市債残高 400億円以下 450億円以下 約450億円

〔損益計算書〕

【収益の部】42億3,558万円

※税抜額

【費用の部】35億5,323万円

営業外収益（納付金など）7億5,955万円

〔損益計算書〕

【収益の部】34億7,660万円

※税抜額

営業収益（水道料金など）

34億7,603万円

営業収益（下水道使用料など）

26億2,791万円

【費用の部】33億2,017万円

営業費用（減価償却費、

受水費、委託料、動力費、

人件費など）33億6,974万円

営業費用（減価償却費、

流域下水道維持管理費負担金、

委託料、人件費など）31億8,426万円

営業外収益（長期前受金戻入など）7億6,546万円

特別利益（過年度損益修正益）8,323万円

営業外費用（支払利息など）1億8,349万円 営業外費用（支払利息など）1億3,591万円

純利益　6億8,235万円 純利益　1億5,643万円


